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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まずは地域包括ケアシステムから説明させていただきます。

世界に先駆けて超高齢社会を迎えるわが国のありたい姿として、高齢者が住み慣れた地域で生きがいをもって自分らしい暮らしを続けられる社会を描き、そのために、住まい・医療・介護・予防・生活支援が一体的に提供される地域包括ケアの充実を目指すことが必要と考えます。

このシステムでは、多職種連携による様々なデータ共有と解析に基づき、効率的・効果的なサービスを提供していきます。また、ここで得られたデータをさらに次世代の基盤構築、サービスにつなげていくことで、医療・介護・ヘルスケアにおいて好循環を生み出し、このシステムが永続的に成長していくしくみ作りを目指します。

このシステムの実現により、患者、医療・介護従事者等の負担軽減や、医療費、介護費等の削減のほか、パッケージ化による海外展開による海外輸出にも大きな期待が持てます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
地域包括ケアシステム実現のために取り組むべき主な項目について説明します。

まず、「医療・介護・健康分野等の次世代基盤構築、環境整備」として、多職種連携のためのデータ共有プラットフォームの構築や自立行動支援技術の開発等が必要となります。

つぎに、「次世代医療･介護・予防サービスの提供」のために、次世代基盤を適切に利用できるためのスキルの習得や、多職種の連携スキルの習得等が必要となります。

更に、「データの収集・共有・解析」として、このシステムで生み出されるデータを収集し、次世代解析技術によって、サービスの見える化することで、さらなるサービス向上を提案できる流れとなっています。

併せて、サービスの受益者となる住民からも情報発信ができるインタラクティブな環境を整備していくことにより、社会における個々人の必要性の再認識を促し、高齢者の生きるモチベーションを造成することができる取組みも必要です。高齢者が生きがいを持ち、活力に満ちて暮らしていける社会を作り出していくことが重要と考えます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
つづいては、おもてなしシステムです。

ありたい姿として、わが国が世界有数の観光立国になることを描き、そのために、オリンピックパラリンピックを重要なショーケースと位置づけ、おもてなしの精神を具現化したシステムによって、「ストレスフリー」「感動」「安全・安心」からなる「日本ブランドの向上」をバリューとして創出し、訪日客や国内消費のさらなる増加につなげます。

昨年、訪日外国人が国内で使う金額から日本人が海外で支払う金額を差し引いた「旅行収支」が、44年ぶりに黒字化したとの発表がありますが、このシステムによりこの黒字幅をさらに大きくすることが期待できます。

さらに、このシステムを構成する多言語翻訳や空間映像、サイバーフィジカルシステムといったコンポーネント単位でも医療や街づくり、防災をはじめとした用途に展開し、新たなビジネス創出をめざします。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
おもてなしシステム実現のために取り組むべき主な項目ついて説明します。

まずはコンポーネントを構成する要素技術の研究開発が必要となりますが、それに加え、多言語翻訳では、先ほどのアクションプランの助言でもありましたが、コーパスの充実化と管理・運用方法の確立や適用領域の拡大、空間映像では、サービス・ビジネスモデルの確立、サイバーフィジカルシステムでは、個人情報をはじめとする情報流通に対する社会受容性の醸成と動機付けなどが、社会実装に必要となる重要な項目になってきます。

以上がＩＣＴ－ＷＧからの提案となります。


